
 
 

 

 

 

自主性・自律性・主体性  

校長 東山 信彦 

スタートアップ期間を経て開幕した２学期も、２週間がたちました。先週末には、３年生は修学

旅行へ旅立ちましたし、今週末には、1 年生の校外学習が控えています。２年生も、学問の秋にふ

さわしく「ＳＤＧｓ学習」の取り組みを始めました。いきなり、フルスロットルの新学期ですが、

この後も、合唱コンクールや開校６０周年記念式典など様々な取り組みが控えています。そんな充

実の２学期に向けて、始業式の日に「主体性を伸ばそう」という話をしました。 

表題にもあるように、自主性・自律性・主体性と、よく似た言葉です。その言葉単独より、「自主

的に行動する。」「自律的に行動する。」「主体的に行動する。」のように、動詞をつけて使うことが多

いかもしれません。 

それでは、これらの言葉にはどんな違いがあるでしょう。 

まず、「自主性」。「自発性」とも読み替えられますが、「自主性」自分の「したい」という思いで

判断し行動することです。 

しかし、自分の「したい」ことが、他者にとっては「してほしくない」こともあります。そこで

次の段階「自律性」が必要になります。客観的に自分の思いを見て、「するべき」か「せざるべきか」

自ら律する・計画性が求められます。 

さらに、生活の中では、自分の「したい」ことの他に、「しなければならないこと」があります。

比率的にはこちらを「する」ほうが多いかもしれません。ここで、「主体性」の出番です。自分の

「したい」ことでなくても、そこに自分なりに「する」意味を見出したり、自分なりの工夫を加え

て「する」ことで、「しなければならない」を「してもよい」や「したい」

に変えていきます。 

年間を通して、三中生のゴールに「自治」(自分で自分を治める・自分

たちで自分たちを治める)を示しています。そのための重点として「考え

る」「思いやる」「やりぬく」ことの重要性を、かねてよりお話ししてき

ました。今学期は、「自主性」→「自律性」→「主体性」と、少し違う視

点から、「自分で自分を治めていく」力への迫りかたをお話し、「温故創

新」にふさわしい２学期のスタートとしまし

た。 

 

新ジャージ決定 

 

かねてより検討を進めてまいりました新

三中ジャージが生徒の投票を経て決定しま

した。 

来年度より導入となります。（今までの三

中ジャージも使用可です） 

あわせて、三中のエンブレムも作成しました。伸びゆく若葉、三中生

（星：せい）として目指す三ツ星（知・徳・体、考える・思いやる・やり

ぬく、自主性・自律性・主体性等）の思いを込めました。 
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令和４年９月１３日 
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３年ぶりの、大修学旅行 

 

 ９月８日(木)～１０日（土）に、京都・奈良に修学旅行に出かけま

した。三中としては、実に３年ぶりとなりますし、現三年生はスキー

移動教室が中止でしたから、初めての宿泊行事ともなります。 

初日は、まず早朝の６時からの田無駅チェックで、修学旅行が開幕

です。東京駅南口地下に参加予定者全員がそろったところで、開校式

が始まります。気合十分の三年生を前に、「今まで修学旅行に向けて

取り組んできた皆さんの学びや思いを、詰め込むだけ詰め込んだ充実の修学旅行にしましょう」と

お話しました。新大阪からバスに乗り換え、法隆寺に到着です。大化の改新６４５年とすぐに頭に

思い浮かびますが、それから１０００

年以上の時が流れています。ガイドさ

んの丁寧な説明に耳を傾けながら、実

物のもつ迫力に圧倒されました。奈良

公園では、東大寺や興福寺などを班単

位でまわりました。降りだした雨も、奈

良公園を色濃くして古都の風情が増す

ばかりでした。再建されたとはいえ、悠久の時を経て今も伝わる堂宇や仏像仏具の数々は、それを

守り、祈りをささげてきた人たちの姿まで思い起こさせます。 

２日目は、全日班行動です。全班元気に

京都の町に飛び出していきました。 

見知らぬ土地での全日班行動ですから、

様々なアクシデントが起こります。感心

したのは、その状況になっても、訪問先を

変更したり、見送ったりして柔軟に対応

していたことです。まさにその都度「主体

的」に判断して、行動する姿に、三中生ら

しさを見たのでした。先生方も、市内各地

にちらばり、こまめに連絡を取り合って

即対応が取れる体制を作っていました。

（幸いにして緊急事態は発生しませんで

した。）夕食後、大広間で、絵付け体験を

行いました。京都らしい図柄から、今風の

ものまで、それぞれが熱心に絵具を乗せ

ていました。（文化発表会で公開予定） 

最終日３日目は、京都出立の時間まで、

タクシー班行動です。それぞれの班のリ

クエストに応じての道中となります。最

後の思い出作りを終えた、１４時過ぎ、京

都駅前で閉校式を行い、後ろ髪をひかれ

ながらも、東京行きの修学旅行専門新幹

線に乗り込みました。 

１９時ちょうどに、三中生を乗せたバ

スは、三中に戻ってきました。２泊３日

を使い切った大修学旅行はここに閉幕で

す。 


